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めといった積極的理由から入塾を希望する学生が多く、
2009年度は91名、2010年度は109名（2010年度６月時点）
の塾生が在籍している。環境寺子屋では、これらの塾生
を対象に自然科学系の体験学修を提供しているが、その
学修内容およびプログラムの詳細については、2009年度
版環境寺子屋学修プログラムⅠ（環境寺子屋運営委員会
編，2010）・Ⅱ（高橋ほか，2010）を参照されたい。本
稿では、環境寺子屋体験学修プログラム全体のPDCAサ
イクルの一環として行った年度末･年度初めの塾生意識
調査の概要・調査結果および、そこから明らかになった
理科授業に対する教員志望学生の意識を予察的に報告す
る。これをふまえ、環境寺子屋体験学修が目指す「自然
科学に強い学生」を育てていくための、よりよい手法と
今後の課題について思索する。

２．2010年度入塾事前調査の実施

１）過去の塾生の傾向と本調査実施の目的
　昨年度の塾生の学びや成長を客観的に捉えるため、
2009年度末実施のアンケートおよび体験学修ごとの振り
返り帳を解析したところ、自然科学に対す学生の興味関
心を引き出し、教員志望学生として培っておくべき教材
開発への意欲の向上を促せたことが伺えた（高須･山下，
2010）。

１．はじめに

　（独）科学技術振興機構（以下JST）が行った「平成20

年度小学校理科教育実態調査」では、教職経験10年未満
の小学校教員の６割以上が理科の指導に困難を感じてい
る実態が明らかにされた。すでに様々な視点から指摘さ
れている子ども達の理科嫌いの原因の一端は、子ども達
に接する「教員の理科に対する苦手意識」にあると推察
される。
　この現状に対し、島根大学教育学部では、2008年度採
択文部科学省「質の高い大学教育推進プログラム（教育
GP）」の採択を受け、「豊富な環境リテラシーを有する
『理科に強い義務教育教員』育成プロジェクト」を遂行し、
環境・理科教育推進室：環境寺子屋を設置した。この「環
境寺子屋」では、教員を目指す学生たちの自然科学力育
成のため、系統立てた自然科学に関する基礎知識と指導
技術の獲得を主眼に置いた学修プログラムを展開してい
る。またこのプログラムは、すでに本学部の卒業要件と
して取り組まれている「1000時間体験学修」の一部とし
て機能させたもので、自然科学に特化しつつ体験学修を
軸とした学修プログラムを展開していることが大きな特
徴である。
　環境寺子屋は希望入塾制度を採用しており、自然科学
に対する苦手意識の克服、または、スキルアップのた
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　（独）科学技術振興機構が行った平成20年度小学校理科教育実態調査では、若手小学校教員の６割以上が理科の指導
に困難を感じており、理科に対する教員の苦手意識が浮き彫りになった。そこで、この傾向をさらに掘り下げて現状
把握すべく、島根大学教育学部環境･理科教育推進室「環境寺子屋」に入塾している教員志望学生を対象に、理科の授
業に対する意識調査を予察的に行った。対象の学生は、理科を含む自然科学に対する苦手意識を克服したいと考え、
積極的に行動している教員志望学生である。調査の結果、彼らの多くが義務教育時代においては、理科について好印
象を持っていた。一方で、現在、理科を教える自信がない学生が95％に達した。さらに、彼らはその理由を知識不足
に起因するものであると結論づける傾向があることがわかった。しかし、実際には学生たちは自然科学に対する知識
がないのではなく、すでに持っている知識を改めて見直し、補完･再構築する自発的な学習が重要であるという意識が、
あまりない点が問題として浮かび上がった。また、理科に対して好意的な印象をもつ理由として、実験や観察など動
きのある取組が理科にはあるからという学生が多く、これについては、より本質的な「理解する楽しみ」をもてる実験・
観察・実習の指導のあり方を、学生自らが体験学修を通じて実感する必要があることが分かった。
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　この2009年度末調査に含まれていた「環境寺子屋に入
塾をした理由は何ですか」および「環境寺子屋体験学修
に期待すること」の調査項目とその結果を図１に示す。
回答者数は、38名であった。なお、後者の問いに対する
項目立ては、環境寺子屋独自の自然科学力プロファイル
シートシステムで、獲得目標である自然科学力を10種類
の項目にわけたもの（表１）に対応させて設定している。

　これらの調査項目で特徴的な結果だったのが、環境寺
子屋入塾時から、塾生各々が自分に足りていないのは、
自然科学に関する知識であるという認識をもち、環境寺
子屋体験学修プログラムに期待していたのが「知識力」
であったことである。この傾向は、子ども達または地域
と直接関わる1000時間体験学修基礎領域の一般的な活動
とは、学生の意識が大きく異なっており、興味深い調査
結果となった。
　この調査結果をもとに、９割近い学生が自然科学の知
識力を必要と感じている現実と、前述のJSTの調査結果
に見られるような若手教員の理科授業に対する苦手意識
との関連性について、次のような視点からさらに詳しい
調査を行った。

　　　　　　：
　自然科学に対する苦手意識の原因を、学生は自らの知
識不足に見出している。

　　　　　　：
　自然科学に対して苦手意識を持っている学生は、該当
教科の指導に対しても苦手意識を持っていると考えられ
る。 またその指導の苦手意識も、前述と同じく自らの
知識不足に原因を感じていると考えられる。

　　　　　　：
　多くの学生が自ら感じている「知識不足」であるが、
彼らが求める「知識」とは一体どのようなものであるか
を、彼らの過去における自然科学に対する意識とともに
調査する。それをふまえて、教員養成課程４年間で教員
志望学生に身につけさせるべきものとは何かを改めて検
証する。

２）調査対象
　本調査は、2010年度前期環境寺子屋入塾生109名を対
象に行った。入塾生の学年･専攻等を表２に示す。

表１　環境寺子屋による自然科学力育成プロファイルシ
ートの自然科学力の10の軸

図１　2009年度環境寺子屋入塾生意識調査結果（抜粋）

表２　2010年度前期環境寺子屋入塾生の内訳

＜設問＞

Q：環境寺子屋入塾時に、活動に期待したものは何ですか？

＜調査結果＞

Q：環境寺子屋に入塾をした理由は何ですか？

＜調査結果＞

調査の仮説

従来の傾向

調査の目的
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　環境寺子屋に在籍する学生は４割強が１回生である。
また、専攻については、全体の４割が初等教育開発専攻
の学生である。さらに、自然環境教育（理科）の学生と
人間生活環境教育（家政および幼児）の学生が全体の２
割を占めている。その他、副専攻で初等教育を専攻して
いる学生の入塾が多い傾向にある。

３）調査項目
　調査項目は図２の通りである。なお、環境寺子屋の体
験学修では、自然科学系教科として理科だけはなく家庭
科についても学修プログラムを組んでいるが、本調査は
JSTによる「平成20年度小学校理科教育実態調査」に対
応させ、教科を「理科」に限定して行った。

図２　2010年度環境寺子屋入塾生意識調査項目
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３．2010年度入塾事前調査の集計結果

　2010年度入塾生109名のうち101名から回答を得た。そ
の結果を図３および図４に示す。

図３　2010年度環境寺子屋入塾生意識調査結果　１／２

＜2010 年度環境寺子屋入塾事前調査　集計結果１／２＞
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４．考察

　調査結果を次の３つの大きな視点から考察する。

①環境寺子屋入塾の理由と目的について
　Q３で入塾理由を問うたところ、「少しでも自然科学
を好きになりたかったから」と回答する塾生が最も多く

全体の６割が回答を選択している。ついで「1000時間体
験学修の活動時間を増やすため」という理由を選ぶ塾生
が多かった。後者については、回答者のうち半数が１年
生と、1000時間体験学修についてまだよく知らない状況
から回答した学生が多いと考えられる。一見、消極的な
理由に見えるが、実際は毎年１年生の1000時間体験学修
活動開始時期は１年後期以降に偏る傾向が学部全体とし

図４　2010年度環境寺子屋入塾生意識調査結果　２／２

＜2010 年度環境寺子屋入塾事前調査　集計結果２／２＞
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てあり、その点から見れば、積極的な気持ちから活動へ
の参加を決めた学生が多いといえる。
　その他の理由についての自由記述には、「昨年度の体
験学修が充実していたから」「たくさんの種類の体験学修
があるから」などの記述がみられた。この調査結果から、
今年度についても、大半の学生が自分の自然科学に対す
る苦手意識の克服など積極的な理由で入塾を決めている
ことがわかる。また、Q９では、昨年度の調査同様、「知
識力」をつけたいという塾生の割合がもっとも高く、95

％の学生がこの項目を選択した結果となった。

②理科の授業に対する意識について
　Q４およびQ５の調査結果を比較すると、塾生の約70

％は、過去において理科が好きだった傾向があるのに対
し、理科が得意だったという割合は約50％に下がる。また、
Q７では現時点で、理科の授業をうまく指導できる自信
がある塾生は５％にすぎないという極端な傾向がみられ
た。塾生の大半が理科の指導に自信がないという傾向自
体は、環境寺子屋がその苦手意識を克服するためのプロ
グラムであることから、ある程度は自然な傾向といえる
が、この項目については、環境寺子屋入塾生以外の教員
志望学生も調査対象にして現状を把握する必要がある。
　この「理科が好きであるにも関わらず、それが得意で
あるという意識と直結していない傾向」は、理科が暗記
科目であるという従来からの根強い風潮と関連している
だろう。また、調査項目を設定しなかったが、理科が好
きだった理由については、実際の環境寺子屋の体験学修
中に意見を聞き、その理由の一端を調査した。すると、「実
験や観察があるから」という授業がもつ能動的なイメー
ジから、理科が好きだったと答える塾生が多い。また、「分
野によって興味に差があるが、内容がおもしろい」とい
う意見もよく聞かれる。
　前述の通り、「好きであること」と「得意であること」
が理科において直結していない。これについて「得意」
と意識するときの基準を含め、他教科との比較などさら
に詳しい検討を行い、それぞれの分野における学習者の
「学習価値の見出し方」を明らかにすることも必要である。

③理科の指導に自信がない理由について
　このQ８の調査結果は、調査実施者の予測通り、理科
授業を行う自信がない原因を、知識不足に求める学生の
割合が非常に多くなった。しかし、注目すべきは、「実
験や観察の経験が少ないから」という項目の回答に見ら
れるように、これまでの経験値不足を積極的に省みるこ
とに原因を見いだせていない点である。また、これに関
連しているのがQ６の「回答者の過去の理科授業におけ
る実験・観察の頻度に対するイメージ」である。回答者は、
いわゆる「ゆとり教育世代」であり、理科実験・観察は
もちろん、授業内容全体が、それ以前の教育課程に比べ
て量的にかなり簡素化された教育を受けてきている。さ
らに、昨年に文部科学省が「脱ゆとり教育」として、そ
の教育方針を大きく転換させたことにより、将来、彼ら

が教壇に立ったときには、自らが受けた義務教育の内容
以上に、より多く・より深い学習内容を指導しなければ
ならない。にもかかわらず、彼ら自身が受けてきた理科
授業における実験・観察の頻度については、回答者の多
くが肯定的に受け止めている傾向があり、この項目に対
して不安感や危機感を感じていないようである。
　また、「実験や観察に使う薬品や器具の扱いが難しそ
うだから」「子どもたちの安全管理が難しいから」という
項目に対して支持する傾向も強い。これら、授業の安全
確保･指導の難しさに関する不安感も、理科の指導に自
信がもてない一因となっていることが伺える。この２つ
の項目については、実際は自らの実験や観察の経験がベ
ースになる部分があり、ある意味では教職年数を重ねれ
ば改善するともいえる。とはいえ、これらの「安全」を
キーワードとした事項について、少なくとも必要最低限
の知識を学生につけさせておくことは、教員養成課程で
の責務ともいえる。

５．2010年度入塾事前調査結果から見えてきた課題

　調査結果全体を見渡したとき、理科については、「理
科が好き→理科が得意→理科を教えることが得意」とい
う、自然な流れが働いていない傾向があることが、今
回の調査で暗に示されている。すなわち、「教わる立場」
から「教える立場」への視点転換に困難さが生じている
といえる。その困難さを解決する手段として、教員志望
学生らが望んでいるのが知識の吸収であるといえる。し
かし、多くの塾生が求めている「知識」とは、授業で話
のネタになるような豊富な話題であるという傾向が、体
験学修の振り返り帳の塾生の記述に実際によく見受けら
れる。一方で、体験学修として実験や観察を行わせても、
その作業の意味自体を見いだせずに、手順に追われてい
る状況が毎回見受けられる。「実験や観察があるから理
科が好き」という塾生の中には、実験･観察がもつ「問
題解決」や「仮説検証」といった本来の意義を軽視した
理科教育を受けてきたと思われる者も少なくない。
　塾生らが熱心に知識を求めることに対しては、その姿
勢は歓迎すべきことである。しかし、このような知識の
獲得のみを重視していては、実際に指導する授業自体が
自己満足に終わりかねない。また、自然科学の苦手意識
の解決として選択した体験学修への参加という手段その
ものが、目的化してしまう危険も孕んでいる。この「目
的」と「手段」との乖離現象については、体験学修プロ
グラム実施者だけでなく、参加する塾生にも意識させる
べき点であろう。具体的には、塾生らは知識をもってい
ないのではなく、その知識の活用方法や深め方について
学ぶことが大切であり、既に持っている知識を改めて見
直し、足りない部分を補い、それらを再構築すると共に、
より深化した内容について自発的に学習していくことが
重要であることを、プログラムの実施者と学生が同じ場
で、じっくりと見つめ直す機会をもつ必要がある。
　また、前述の知識の充実を基盤としながらも、一見遠
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回りに見えるような、問題解決型の実践や体験の価値を、
塾生らに自発的に気づかせる必要がある。これはすなわ
ち、自然科学系の教科では必要不可欠な実験･観察･実習
の価値の捉え直しともいえる。「実験や観察があり、動
きがあるから理科は楽しい」という楽しさは、それ自体
は本質的とはいえない。「理解する楽しみ」のある実験
や観察を、学生が身を以て学修してこそ、理科を教える
教員としての基礎が養われるといえる。ある意味では、
過去の教育･学習の追体験となっても、その中で学習者
の視点に立った知識獲得から理解に至る各段階を再発見
させるよう促すことも重要である。

６．「自然科学に対する苦手意識の本質的な克服」
が期待される体験学修のあり方について

　2010年度の環境寺子屋での意識調査からは、いくつか
の課題も見出されたが、「自然科学に強い教員の育成」
という大きな目的達成のために、学生にどのような教育
実践力をつけさせていかなければならないのかを抽出す
ることもできた。すなわち、理科の授業を指導するにあ
たって臨機応変で柔軟性をもった教育実践力をつけるた
めには、
・自然科学における知識の再構築を通し、自然科学全体
の系統性の理解と洞察力の強化

・自然科学で必要不可欠な営みとしての「実験･観察」
の指導力とこれに必要な知識･技能の修得

・教科及び単元目標を意識し、学習者の目線に立った各
時の授業展開を可能にする教材開発に対する意欲向上
が必要といえる。
　この教育実践力を自然科学に苦手意識のある教員志望
学生に身につけさせるため、よりよい環境寺子屋体験学
修プログラムを組み立てていくに当たって、プログラム
実施者が意識すべき点について、次のようにまとめるこ
とができる。
①塾生らが考えているような「知識欲」を満たすこと
は重要である。しかし、その中で自然科学の体系的
理解を意識した知識教授を行うことが不可欠である。
②いずれの知識教授もできるだけ実験･観察を元に行
い、実感を伴うことが重要であり、自然科学の学問
的手法を学ぶ「問題解決型」の体験学修の機会を与
えることが必要である。
③満たされた知識を活かす方法を塾生自らが考え、さ

らに探究する機会を与えると同時に、各状況に応じ
た適切なサポートを行う。

　これらのポイントを押さえた体験学修プログラムの開
発を、今後も継続して行っていくことが必要といえる。
　また、今回の意識調査は、環境寺子屋入塾生を対象と
して行ったもので、本学部における学生全体の実態を表
すものではないが、さらに設問を精査し、同種の意識調
査を学部全体に対して行い、自然科学に対する苦手意識
の根本解決と詳細な現状把握につなげていく必要がある。
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